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こどもまんなか社会を目指した構造改革イメージ
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従来型社会保障の理念 社会保障構造の現状 社会保障のパラダイムシフト
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• 育児負担増による、少子化の進行など
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・年金支給開始時期の延期
・こども財源の大幅拡充
・育休(育業)取得促進、育休給付金引き上げ
・伴走型支援の拡充
・医療・保健DX連携など
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従来型社会保障の理念 社会保障構造の現状 社会保障のパラダイムシフト

• 労働人口減少、高齢者人口増加による
• 税収・社会保障担い手の減少
• 年金支給額の減少

• 育児負担増による、少子化の進行など

様々なサービス利用の
手間・負担をなくして！

第2回資料を一部改訂
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第1回こどもDXシンポジウム開催（3月20日：約500名の参加）
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一般社団法人こどもDX推進協会：https://kodomodx.or.jp



従来のプル型からプッシュ型サービスへの転換
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プル型
(申請・窓口主義)

プッシュ型
(DX・伴走主義)

国民

データ連携＆自治体間等の連携

国民

医療機関 窓口A 保健・保育・教育機関窓口B

個々人がそれぞれ必要な事は、それぞれのタイミングで自らが申請

①出産

役所

②保育

サービス側で先回りして適切に情報連携し、国民にプッシュでアプローチ

医療機関 自治体A 保健・保育・教育機関自治体B

①妊娠・出産 ②保育先回りして
アプローチ

先回りして
アプローチ

自らが申請 自らが申請

第2回資料を一部改訂



住民の移動を前提としたデジタル化の構造
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婚活 結婚 妊娠 出産 / 周産期医療 保育・子育て

A市

B市

C市

D市

① ① ① ①

②

②

②

①住民と自治体の接点デジタル化
子育て支援アプリ/SNSなど

居住自治体
の変化

住民の
ジャーニー

各医療機関
の受診・健診 ○産婦人科クリニック

②自治体間等連携のデジタル化
自治体間等の個人情報連携

③健診・診療情報などの行政データ連携
全国医療情報プラットフォームとの連携

△病院 □小児科

③ ③ ③

第2回資料を一部改訂

◇健診

③



政府の事例：コロナ自宅療養者のプッシュ型支援サービス
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保健所から療養者へのプッシュでの連絡
(健康観察・安否確認)

自治体間で発生届の
担当保健所を付け替え

健康観察や療養証明書の療養者用
個別ポータルの提供

入国者・陽性者情報を
検疫から保健所に連携

医療機関から保健所への
発生届のオンライン提出・

電子カルテデータと連携（実証）

②自治体・行政連携のデジタル化

③診療情報の行政連携

新型コロナ対策における実績

①住民と自治体の接点デジタル化

○○保健所 △△保健所

検疫所 保健所

医療機関 保健所

HER-SYS

ERFS

HER-SYS

HER-SYS

HER-SYS
Link

SMS
自動架電

My HER-SYS

My HER-SYS



プッシュ型給付の財政的な効能
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申請受理業務 審査業務 給付業務

保護者 受付窓口
申請

届出

業務所管課 保護者
通知

支給

税務システム・住基システム

現状届
連携

給付業務

保護者
通知

支給

税務システム・住基システム

(仮)給付統括班

給付対象者の特定

従来型
給付

プッシュ型
給付

（出所）天達・安田（2023）「プッシュ型給付付き税額控除による行政コスト

の削減可能性」金融財政事情2023年1月31日号を基に作成

プッシュ型給付の導入により
✓保護者にとって、申請・届出の負担や申請漏れが大幅削減
✓行政機関では、申請受理・審査業務コストが大幅削減 が見込まれる

行政コストは
約22％の削減が
見込まれる



愛媛県西条市のこどもDX取り組み
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あと20年でおよそ現役世代：高齢者＝1：1 になる



まずは、スマホで子育て応援から

11

子育て情報

パーソナルポータル

（母子手帳・予防接種・健診・子育てカレンダーなど）

市民サービス提供からはじまり、施設の業務軽減へと追加拡充

子育て

施設予約

子育て

施設利用申請



こども行政DXは、まず「出生手続きDX」から
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行政
システム

出生届：市民課

国民健康保険加入：国保医療課

医療費助成：国保医療課（別日）

児童手当：子育て支援課

おむつ券：子育て支援課（第2子以降）

書類記入・提出

書類記入・提出

書類記入・提出

書類記入・提出

書類記入・提出

出生手続き：市民課 書類記入・提出

行政
システム

市民課 国保医療課 子育て支援課

①審査済みデータ活用による自動処理

②各種手続き業務のリソース・費用削減

③ 削減されたリソースなどを活用した

さらなる市民サービスの充実

手続きが多く、窓口もバラバラ現状 出生手続きからワンスオンリー今後



業務スリム化とデータ連携で、子育て応援充実へ
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妊娠届 出生届 児童手当
認定請求

こども医療費
受給資格認定申請

マイナンバーカード
発行申請

国民健康保険
関連申請

国民年金
関連申請

国民年金
関連申請

ひとり親世帯等
医療費受給資格届

重度心身障害者
医療費受給資格証

交付申請

デジタル予防接
種/乳幼児健診

5万円給付 児童手当

オンライン
発達障害支援

デジタル
こども医療費
受給資格者証

デジタル
予診票／受診票母子手帳

交付

手続きデータを子育てアプリと連携し、伴走型支援を加速

データ連携基盤

マイナンバー
カード

スマートフォン

窓口DX
（コンシェルジュ）



さらに、自治体ポイントで地域とつなげる
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子育て支援 施設予約
子育て施設
利用申請

行政手続

保
護
者

施
設

店
舗

施
設

行
政

西条市全体で「自治体専用のデータ連携基盤」を構築

「自治体ポイント」を導入して地域による子育てサービスへと拡張

自治体
ポイント

データ連携基盤（LOVESAIJOプラットフォーム）



さらに、自治体ポイントで地域とつなげる

15

子育て支援 施設予約
子育て施設
利用申請

行政手続

保
護
者

施
設

店
舗

施
設

行
政

西条市全体で「自治体専用のデータ連携基盤」を構築

「自治体ポイント」を導入して地域による子育てサービスへと拡張

自治体
ポイント

データ連携基盤（LOVESAIJOプラットフォーム）

広義・発展系の
地域包括ケアシステム



プッシュ型サービスへの転換に向けた３ステップ

窓口ワンスオンリー・・・1回の窓口申請で全て完結１

オンライン申請・・・申請はオンラインで全て完結２

先回り手続・・・行政側が自動で手続を実施、支援３
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プッシュ型
(DX・伴走主義) データ連携＆自治体間等の連携

国民

サービス側で先回りして適切に情報連携し、国民にプッシュでアプローチ

医療機関 自治体A 保健・保育・教育機関自治体B

①妊娠・出産 ②保育先回りして
アプローチ

先回りして
アプローチ



プッシュ型サービスへの転換に向けた３ステップ

窓口ワンスオンリー・・・1回の窓口申請で全て完結１

オンライン申請・・・申請はオンラインで全て完結２

先回り手続・・・行政側が自動で手続を実施、支援３
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プッシュ型
(DX・伴走主義) データ連携＆自治体間等の連携

国民

サービス側で先回りして適切に情報連携し、国民にプッシュでアプローチ

医療機関 自治体A 保健・保育・教育機関自治体B

①妊娠・出産 ②保育先回りして
アプローチ

先回りして
アプローチ

R5年度内に
出生届の事例化を実現

「書かない窓口」の
全国展開と連携して

徹底実現！

R5年度内に
給付事例化を実現



令和5年度のマイルストーン（案）
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①住民と自治体の接点デジタル化
子育て支援アプリ/SNSなど

②自治体間等の連携デジタル化
自治体間の個人情報連携

③健診・診療情報などの行政データ連携
全国医療情報プラットフォームとの連携

• プッシュ型の伴走型支援で大幅に増える業務に必要な自治体間
等の連携業務DXについて調査事業を立ち上げる

• 母子保健や学校保健のあり方を政府整備予定の医療DX基盤であ
る情報プラットフォーム基盤との連携仕様・法令について省庁
横断の検討会を立ち上げる

• 出生手続DX
1. R5年度内に出生届手続ワンスオンリー化を60％にする

• R6年度内に自治体出生届手続ワンスオンリー化を100％にする

2. R5年度内に出生届手続オンライン化事例をつくる
• R6年度内に自治体の出生届手続オンライン化を100％にする

• 相談窓口DX
1. R5年度内に相談窓口のオンライン化を100％にする

• 子育て給付DX
1. R5年度内に給付申請レスでの給付事例をつくる
2. R5年度内にクーポン型給付を20％にする

1. R6年度内にクーポン型給付を80％にする

プッシュ型の伴走型支援 短期的なマイルストーン（R5年度～）

第2回資料を一部改訂


